令和6年度　第1回常任理事会議事録
開催日時：令和6年5月31日（土）18:30～20:30
開催場所：Web（ZOOM）
出席者：三輪光良　小池正紘　丹羽英彰　佐野裕一　河村裕介　渡邊征二
峯重正紀　真野忍
欠席者：なし
以上、定款第35条・38条の規程により構成員の過半数の出席で常任理事会は成立。会長 三輪光良が議長となり、定款第35条に基づく出席者の中より、議事録作成人として真野忍常任理事、議事録署名人として小池正紘副会長と峯重正紀常任理事を選出した後、次の議案を付議した。
1. 山口県健康福祉部との連絡協議会（8/2）
三輪会長：山口県健康福祉部との連絡協議会での協議内容について議論したい。
例年、「診療放射線技師の養成学校設置に関する情報提供」を協議内容に挙げている。当会は、未だ正式に「県内に養成学校が新設される」という情報を受けていないため、今年度も改めて本件を協議内容に挙げたい。当会としても一早く情報収集に努めていく。
三輪会長：昨年より、保健所の病院立ち入りの中で、チェックシートに告示研修の受講率項目を追加した。今年度も本運用の依頼を行うと同時に、引き続き告示研修受講率の確認を行いたい。
三輪会長：肺がん・乳がん・胃がんの各部会からの活動報告も例年同様行ないたい。
真野常任理事：胃がん講習会は、県から委託され４回/年の講習会を実施しているのに対し、乳がん講習会は県非委託にてYART自前で講習会を1回/年行っているのみである。県委託のYART講習会が、胃がん（4回/年）のみであることに大きな違和感を抱くが、本協議会にて県から講習会予算増を計上して頂く交渉は可能か。
小池副会長：県の予算を拡充することは極めて厳しいと考える。交渉する際は、エビデンスデータを蓄積した上で行うことが不可欠であり、単年度交渉で要求が叶う案件ではない。
真野常任理事：今年度の協議会内で予算を確保することは難儀であると理解したが、疾患別講習会の予算の隔たりをこのタイミングで問題提起すべきではないか。特に、乳がんに関しては、女性罹患率が最も多く、また県内の受診率は未だ全国で最下位である現実は看過できなく、当会と県が協調して取り組むべき喫緊の課題であると認識している。交渉のための情報収集に注力し、理論武装を行っていくべきではないか。
三輪会長：今後、乳がんに関するデータを蓄積し、然るタイミングで県と交渉したい。
三輪会長：他に協議案はあるか。
真野常任理事：JART等の取り組みにおいて、学校等にて「放射線」に関する出前授業を行っている。当会も県民の健康維持発展や正しい放射線知識の理解浸透（放射線に関する不安払拭）の観点から、今後このような取り組みを行ってみてはどうか。その際、県からサポートしていただくことは可能か。
小池副会長：既に山口県の事業として、他分野の出前講座を行っているため、便乗することは可能と考える。本協議会で打診したい。
三輪会長：次回の理事会で、他の理事からの意見も確認したい。
協議内容は、「県委託病院立ち入り検査」「各部会の活動報告」「県委託講習会に関する問題提起（乳がん）」「診療放射線技師の養成学校設置に関する情報提供」「県事業の出前講座活動の確認」とする。
2.  第1回理事会(6/15)議題
三輪会長：次回の理事会の議題について議論したい。
前項で議論した「連絡協議会」の報告を行い、更に理事からの協議案を募ることとする。
三輪会長：YART「定款・規定」について、新任理事も多いため読み合わせを行うこととする。常任理事から、改めて定款・規約に関する気づきはないか。
真野常任理事：定款に関して、28条において「理事および監事の役員報酬が無報酬」と記載されている一方で、総会決議事項14条(3)「理事および監事の報酬などの額」と記載されている。役員無報酬であれば、14条の(3)は削除でもよいのではないか。
また、第38条では、常任理事会の決議に関して言及されている。常任理事会は、議決機関ではないと認識しているが、第38条「決議」の意味を確認したい。
三輪会長：役員報酬に関しては、総会の決議項目（第14条）にて役員報酬について謳ったうえで、当会では第28条にて無報酬としたというプロセスを示した内容と理解していただきたい。
常任理事会での決議に関しては、至急確認する。

真野常任理事：「旅費規定」に関して、出張起点の定義が各地域の市役所であるが、起点を各自宅とした方が合理的ではないか。
また、「講習会における講師等謝礼に関する規定」に関して、講習会謝礼金が当会会員とその他の医療従事者の金額が差別化されている理由を確認したい。

三輪会長：旅費に関して、個人自宅単位での申請は精算が複雑となるため、公的機関が基準となった経緯がある。本規定内容にご理解いただきたい。
講演料に関しては、本来会員は無報酬で行うべきというスタンスが一般的であるが、講演を行う会員の労や敬意を評し、会員にも僅かではあるが支給することとした経緯となっている。
三輪会長：その他、事業計画の説明を行い、年間スケジュールの確認を行うこととする。
三輪会長：また、事務所の管理カードの所有確認も行いたい。
第1回理事会の議題は、「連絡協議会」「定款・規定の確認」「事業計画・年間スケジュール」「その他」とする。
3. ホームページのリニューアル
三輪会長： ホームページリニューアルに関して、進捗を確認したい。
河村常任理事：現在、他団体のホームページ仕様を参考に見積もり等を行っている状況である。ただ、具体的な仕様が未確定であるため、本件に関して今後はより具現化した本格的な打ち合わせを行う必要がある。現在、私が主体的に業者との打ち合わせ等を行っているが、今後はどの常任理事がマターとなり、ホームページを運営していくか確認したい。
三輪会長：佐野常任理事が主体となって、本案件を遂行していただきたい。
佐野常任理事：承知した。
河村常任理事：私も技術的なサポートを行っていきたい。

小池副会長：今後、ホームページを拡充するうえで必要な機能を検討していかなければならない。理事の皆様で必要な機能などの洗い出しを行い、本件を本格的に加速していきたい。
ホームページリニューアルに関して、今後は河村常任理事がサポートしつつ佐野常任理事が主体的に遂行する。また、今後の課題を洗い出し、より具体的な内容を詰めていく。
4. 告示研修
三輪会長：告示研修に関する進捗を確認したい。
渡邊常任理事：受講率に関して、日曜日開催時は定員割れが起きている状況である。今後、日曜日開催の是非を検討しなければならないが、運営スタッフ（ファシリテーター）の物品準備片付けなどの負担を考慮すると土日連日開催が望ましく、開催日程に苦慮している。
また、定員割れした際はファシリテーターの減員が余儀なくされ、大幅なマンパワー不足となり、講習会運営に影響を及ぼすこととなるため、県技師会から費用負担してもらい影響を最小限にしている。
三輪会長：これらの状況を勘案すると、受講率を増やすことに重きを置いた日程調整がベターと考える。

三輪会長：講習会回数に関しては、直近の受講率を勘案し、来年度も今年度と同様3回/年としたい。

告示研修の開催日程は、受講者のニーズを考慮した日程が望ましく、また来年度の開催回数は3回/年とする。

5. その他
三輪会長：現在YARTが保有するZOOMアカウントを大平監事から真野常任理事へ移管したい。今後は、理事会等でWeb会議を行う際、真野常任理事にWeb会議の管理を行っていただく。
真野常任理事：承知した。
三輪会長：楠本事務員の契約を更新した。事後報告となるが了承いただきたい。
常任理事：了承する。
三輪会長：当会の年会費納入期日が9月末であるが、9月納入実績額に対してJARTより委託金が交付される仕組みとなっている。未納者がいる場合、JARTからの委託金が減額されることとなるため、期日までに会費を納入するよう会員に周知徹底をお願いしたい。本件は、理事会においても報告する。

真野常任理事：理事業務の効率化を図るため、Google DriveやGoogle group会議ツールを用いた理事間のデータやメールの共有化を施行してみてはどうか。
三輪会長：トライアルとして行ってみてもよいと思う。詳細内容を次回、教示いただきたい。
真野常任理事：今後のYARTのビジョンを確認したい。当会は一般社団法人へ移行し十数年が経過した。他の都道府県技師会では「公益社団法人」の団体が多く存在するが、当会は今後、公益社団法人化を目指すのか。
三輪会長：会員からそのような声が上がれば検討したい。ただ、一般社団法人から公益社団法人に移行した団体の実例が少なく、高いハードルであると考える。また、公益法人移行には相当な労力を有することから、理事の皆様にもご負担をおかけすることとなる。一方で、当会は、公益社団法人技師会に決して見劣りをしていない活動内容であると自負している。
真野常任理事：診療放射線技師の職務を守ることが当会の責務と考える。公益化は診療放射線技師の社会的地位向上を果たすとともに県民への大きなアピールにも繋がる。未来の放射線技師が活き活きと働ける環境を整えるためにも、目指すべき姿ではないか。今後、当会の中長期的ビジョンについて議論したい。
三輪会長：会員皆様の声を聴きつつ、今後の組織の在り方を考えたい。
一般社団法人山口県診療放射線技師会　令和6年度　第1回常任理事会
議事録作成人　真野　忍
会長      三輪　光良
議事録署名人　　小　　池　　　正　紘
議事録署名人　　 峯　　重　　　正　紀
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